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Coaching Skills as Care and Education Support
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Abstract
Coaching is known as a communication skill for student, athlete or businessman trainings.  This article 
examines the potentiality of coating skills as the principle and technique of child care and education.　We pick 
up and consider three episodes（① coaching from a teacher to kindergarten students, ② coaching from a teacher 
to a student’s mother, ③ coaching from a head of day nursery to nursery teachers）.  We confirm some efficacies 
of coaching skills in promoting children’s voluntary activities and developing non cognitive skills, smoothing the 
























































































































































































































































































































































度に “ チーム ” を意識するよう伝えてきたが、今まで
は不安もあったと言う。所長主導で進め、テンポが速
いかもしれないと思っていたが、今は振り返ったら皆
がいることを確認できた、と述べていた。
第₈回　2016年₃月28日（月）
　自己点検表に基づいて、₁人ずつ20 ～ 30分の面談
を行ったそうである。₈割の保育士が₁年を通して充
実感を得ていたという。所長は、リーダーとして自分
に合格点をもらえたようだと語っていた。事実を事実
として伝えるフィードバック（feedback）のコーチン
グスキルを意識的に活用したことで、ひとりひとりの
保育士をじっくり観察することができた⑫と回顧して
いた。
第₉回　2016年₄月18日（月）
　各保育士の強みを具体的に挙げて、新年度のクラス
発表を行った。全員が納得して、不満に思う人はいな
かった。所長はコーチングを受けながら人材育成に取
り組んだが、今までとは違うかかわりができたと感じ
ていた⑬。視点を変えると、人のことがよく見えたと
振り返っていた⑭。　10のうち7.5は目標達成ができた
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と話していた⑮。
第10回　2016年₄月28日（木）
　過去のセッションを振り返った。コーチングを受け
ることで、記録の重要性を実感し、各保育士の良いと
ころに目が向くようになったという。直観で動かず、
冷静に客観的に所長として行動できるようになったと
感じていた。
　次世代を育てたいという思いから、職場の「人材育
成」について悩んでいた所長は、コーチングを重ねる
うちに、様々なアイデアが浮かび、行動も早かった。
できることは何でもやってみたいという意欲に駆られ
て、行動を起こし、省察を繰り返していった。
　₁回のコーチングセッションは、平均約40分間で
あった。「人材育成」という目標に対して、何が必要
で何ができるかを常に模索していた。
　コーチング開始時、保育所長は「互いに関心がない
ように見える⑦」と話していた。所長には心に浮かん
でくる現状について話してもらった。コーチはその状
態を承認していった。そうしたやり取りを通じて、所
長は客観的に職場の人間関係を見つめることができた
ようである。コーチはジュネレーションギャップを感
じている背景には何か原因があるのではないかと考え
た。そこで日頃どのようにコミュニケーションを図り、
共通理解をしているかの質問を重ねていった。
ベテラン保育士に若手保育士を育ててほしいと
願っていた所長は、人材育成会議を開催したが、建設
的な意見は出なかったと回想していた。「例えば、テー
マを決めて話すと、どんな展開になると思いますか？
⑧」と聞いてみると、「個人的に話してみてもいいのか
もしれない⑨」と新たなアイデアが芽生えた。コーチ
からの問いかけを契機に、所長には今までとは違う思
考が芽生え、視点が変わったのであろう。
コーチはベテラン保育士と若手保育士の思いや感
覚のギャップがあるように感じたので、会議の様子や
記録について質問してみる⑩と、出席者の会議での発
言は少なく、連絡や伝達が主だったことが明らかと
なった。会議後早い時期に会議録を配布してみては⑪
と提案すると、所長は即実行してくれた。大きな反応
はなかったが、目を通すことで少しでも意識が変わっ
てくれたらと、この活動を継続したいと話していた。
　所長主導で進め、テンポが速いかもしれないと思っ
ていたが、今は振り返ったら皆がいることを確認でき
た。この言葉に管理職ならでは苦悩が窺える。保育所
運営を行う上で、リードしなければならないことが多
く、その都度全体のことを考えてきた。しかし、職員
の反応が気になっていた。保育所長は、コーチングで
現状を把握することで、自分の判断は間違っていな
かったと確信することができたと振り返っていた。
　コーチングを重ねるうちに、フィードバックのスキ
ルが重要だと所長は気付いていった。事実を事実とし
て伝えるフィードバックのコーチングスキルを活用し
たことで、ひとりひとりの保育士をじっくり観察する
ことができた⑫という言葉に、その成果を感じている
様子が伝わってきた。自分の見たことや感じたことを
タイミング良く相手に伝えることで、相手は自分を理
解してくれるとともに、信頼関係がさらに深まる実感
を持つことができたようである。
　所長はコーチングを受けながら人材育成に取り組ん
だが、今までとは違うかかわりができたと感じていた
⑬。所長としての日々のかかわりを見直し、コーチン
グを通じてそのかかわりを確認することで、自信を
持って各保育士と向き合うことができたようだった。
視点を変えると、人のことがよく見えたと振り返っ
ていた⑭。人にはそれぞれ強みと弱みがあり、その強
みを活かすことでさらに力を発揮する、そのことが分
かった所長は、良いと思ったことは言葉にして相手に
伝えることを心掛けた。すると、相手との関係性が変
わってきたそうである。自分を見てくれているという
安心感から、所長への保育士の信頼が増したのであろ
う。
10のうち7.5は目標達成ができたと話していた⑮。「人
材育成」を目標にコーチングを行ったが、10のうち7.5
達成できたという結果に所長は満足していた。コーチ
ングを受けることで、自分自身を振り返ることができ
たとも話していた。また、コーチングは道標になった
という言葉が印象的だった。誰にどのような育成を行
うのか、ピンポイントで目標設定を行い、積極的に的
確な人材育成を行っていくことが今後の課題である。
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おわりに
事例を通じて、コーチングが子ども・保護者・管理
職・保育者と、保育現場に集う人に機能することが確
認された。
子どもの創造的な遊びには保育者の適切な援助が
必要である。子ども自身が考え、自ら発見すること
が達成感や充実感につながり成長を促す。保育では
ティーチングよりもむしろコーチング、すなわち子ど
も自身が抱いているイメージや目的意識に沿いなが
ら、結論や回答を引き出すかかわりが有効であると考
える。自分で思考し活動するアクティブラーニング
（active learning）の経験が学びの基礎となり、実行力
やそれを支える忍耐力や集中力、問題解決能力が育ま
れるのである。また、保育者と子どもという〈縦の人
間関係〉ではなく、子ども同士といった〈横や斜めの
人間関係〉を結びながら、社交性豊かに活動を展開す
ることで、人間関係能力が育まれていく。これらの力
は経済協力開発機構（OECD）が推奨する非認知的能
力（non cognitive skills）に他ならない8。
保育者の言葉がけひとつで子どもの発想や行動が
変わる。子どものイメージや目標に向けて、対話を楽
しみながら、その時々に必要な質問を向けることが、
子どもの知的好奇心を刺激する。事例①は、保育者は
子どもが主体的に遊びを展開する姿を大切にしてい
た。子どもだけでは築山から雨樋に水を流すことは困
難であったが、保育者が子ども自身で考え自ら気付き
を得るような質問を繰り返した。そのことで、作業＝
遊びは見事に完成した。保育者による援助がティーチ
ング優先であった場合、子どもたちは自ら事を成し遂
げた満足感や達成感、すなわち自己有能感や自己肯定
感を味わうことができなかったかも知れない。時には
ティーチングが必要なこともある。しかし子どもの思
いや考えを引き出すコーチングを意識して援助するこ
とで、子どもの目覚ましい成長を促すことができるの
である。
保護者対応に苦悩している保育者も多く、離職の一
因になっている場合もある。保護者との関係作りに骨
₈　佐藤哲也、幼児教育の重要性再考、連合総研、月刊レポート DIO、No.315、」₈頁～ ₉頁。
₉　石川恵美、コーチング理論に基づくティーム保育の課題と展望、幼年児童教育研究　第23号、兵庫教育大学幼児教育コース、
2011年、₅頁。
を折っている保育者も決して少なくない。特に保護者
が育児不安や子育てストレスを抱えている場合、保育
者はどのようなスタンスやスキルを持って対応してい
けばよいのであろうか。事例②は、保護者の声に耳を
傾け、二人三脚で問題解決に取り組んだ様子を捉えて
いる。コーチングスキルとしての承認（acknowledge）：
相手の発見に対して受け止め受け入れたこと。質問
（question）：相手自身が気付くような質問をしたこと。
共感（sympathy）：相手の考えに対して受容し共感し
たこと。提案（proposal）：相手の気づきを導きやすい
ように提案すること。これらのスキルを用いながら、
悩む保護者に寄り添っていった事例である9。
管理職の立場にある者は、職場の人間関係を円滑に
して、より良い環境を整えようと努めている。普段「協
働性」を意識しながら保育者は職務に専念している。
行事や異年齢保育等複数人で保育にあたる場面に「協
働性」を感じる場合も多い。 職場の「協働性」は職員
のモチベーションを上げていく鍵となる。保育現場の
実情を踏まえた臨機応変な協力体制が求められるので
ある。保育者ひとりひとりが協働するには、管理職に
はコミュニケーション能力やマネジメント力が必要で
ある。コーチングスキルがその一助となることが確認
された。
保育者不足が問題視される昨今、より良い人材を確
保することに苦慮している保育現場も少なくない。園
の方針を理解し、現場で戦力となるには時間を要する。
貴重な人材に対して様々な研修を用意し、保育者とし
ての意識と職能を高めるべく工夫がなされている。し
かし、中途退職者は後を絶たず、士気が上がらない保
育現場も存在する。保育現場の人間関係をより円滑に
するとともに、子どもを育成する保育技術のひとつと
して、コーチングスキルが広く浸透していくことが期
待される。今後様々な事例を検証しつつ、実践スキル
としてコーチングの理論化と考察を進めていきたい。
（平成28年₉月30日受理）
宮城教育大学紀要　第51巻　2016
- 132 -
